
都市部の若者などが一定期間、離島・過疎地域に滞在し、
地元農家や企業等の業務に従事し収入を得ながら、
地域との関わりを深める取組（地域住民との交流の場の提供など）を通じて
地域での暮らしを体感する「ふるさとワーキングホリデー」を実施する。

移住・定住促進事業 ふるさとワーキングホリデー R2年度予算
23,424千円

✔ 繁忙期の人手が欲しい
✔ 交流人口・関係人口を増やしたい
✔ 将来的な移住・定住につなげたい

○ 受入事業者の募集、フォロー
○ 滞在中、地域住民との交流や学びの場として地域の魅力・特色
を活かした、各地域ならではのプログラムを参加者に提供。

✔ 旅行では味わえない体験がしたい
✔ 地方で働きながら交流を深めたい
✔ 移住に向けた体験がしたい

離島・過疎地域

参 加 者

賃金支払

労働契約締結

働き手の確保
交流・関係人口創出
将来的な移住の契機

○ 募集・広報(WEB等）、説明会開催（東京、大阪）
○ マッチング（受入企業⇔希望者）
○ 滞在費（上限：一人４千円/泊）、作業着代など助成
○ 地域住民との交流や学びの場の提供に係る支援、経費負担

受入事業者

市町村

県 ※職業紹介登録事業社に委託

【主な対象業（想定）】
ホテル、観光施設、漁業、農業など


